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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期
第３四半期
累計期間

第16期
第３四半期
累計期間

第15期

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日

自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日

自　平成22年10月１日
至　平成23年９月30日

売上高（千円） 5,981,002 6,284,377 7,826,697

経常利益（千円） 528,385 694,591 661,536

四半期（当期）純利益（千円） 277,449 392,455 354,129

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 580,750 580,750 580,750

発行済株式総数（株） 2,278,000 2,278,000 2,278,000

純資産額（千円） 2,008,682 2,409,392 2,085,357

総資産額（千円） 7,386,560 7,827,002 7,298,916

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
121.80 172.29 155.46

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 30

自己資本比率（％） 27.2 30.8 28.6

　

回次
第15期
第３四半期
会計期間

第16期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 36.00 26.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社を有しておりませんので記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、復興関連需要に伴い堅調に推移する国内需要に加え、住宅投資の

持ち直しや需要刺激策の効果もあり、個人消費は緩やかに改善傾向となりました。一方で、公共料金の値上げや高

止まりする資源価格等を背景に、国内需要や個人消費の先行きに対して不透明感は拭えない状況です。

葬儀業界におきましては、葬儀に関する潜在的需要は約30年間にわたり年々逓増すると推計されております。ま

た、2012年４月には経済産業省より「安心と信頼のある『ライフエンディング・ステージ』の創出に向けた普及

啓発に関する研究会報告書」の公表等もあり、業界に対する社会的な注目はより一層、高まるものと予想されま

す。業界全体の状況につきましては、人口動態等を背景に売上高、葬儀件数は増加傾向で推移しているものの、葬儀

単価におきましては核家族化や葬祭規模の縮小等により減少傾向が続いております。

かかる環境下、当社は顧客満足度の向上を図るべく「明瞭な価格体系による葬儀費用の明確化」「徹底した人

財教育によるサービスの向上」「ドミナント出店による利便性の向上」を戦略の基本方針とし、直営・フラン

チャイズ出店による徹底した差別化戦略を展開しております。また、当第３四半期累計期間におきましては、「新

生ティア」をスローガンに掲げ、戦略の基本方針をブラッシュアップすべく、７つの戦略テーマを設け積極的に推

進してまいりました。

葬儀会館の状況につきましては、愛知県岡崎市に「ティア岡崎中央」、名古屋市内に「ティア道徳」「ティア覚

王山」を直営店として開設したことに加え、フランチャイズ店を８店舗開設いたしました。これにより、直営店は

32店舗、フランチャイズ店は29店舗となり、合わせて61店舗となりました。また、既存店におきましても、多様化す

る顧客ニーズに対応するために「ティア浄心」の改修工事を実施いたしました。

この結果、当第３四半期累計期間の葬儀施行件数は4,826件（前年同期比4.4％増）、売上高は62億84百万円（同

5.1％増）となりました。経費面におきましては、販管費率が前年同期と比べ0.1ポイント上昇したものの、売上原

価率が2.2ポイント低下いたしました。これにより、営業利益は７億46百万円（同28.2％増）、経常利益では６億94

百万円（同31.5％増）、四半期純利益は３億92百万円（同41.5％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

(a）葬祭事業

当第３四半期累計期間におきましては、「ティアの会」会員数の拡大を図るべく、各種会館イベントや提携団

体・企業向けの営業等を積極的に取り組んでまいりました。また、堅調に推移する既存店に加え、当第３四半期

累計期間及び前事業年度に開設した会館の稼働により、葬儀件数は順調に増加いたしました。また、葬儀単価に

おきましても、人材配置の見直しや葬儀付帯品を提案するスタッフの増員等により、前年同期比0.9％増を確保

しております。この結果、売上高は61億66百万円（同5.0％増）、営業利益は10億77百万円（同14.7％増）となり

ました。

(b）フランチャイズ事業

当第３四半期累計期間におけるフランチャイズ店は前年同期と比べ８店舗増加し、これによりロイヤリティ

収入が順調に増加いたしました。また、当第３四半期累計期間に開設した８店舗（既存クライアント８店舗）の

加盟金等が計上されたため、売上高は1億17百万円（同11.7％増）、営業利益は46百万円（同99.5％増）となり

ました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,100,000

計 9,100,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,278,000 2,278,000
名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 2,278,000 2,278,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高
（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 2,278,000 － 580,750 － 214,250

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,277,600 22,776 －

単元未満株式 普通株式 300 － －

発行済株式総数 2,278,000 － －

総株主の議決権 － 22,776 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己保有株式が12株含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ティア
愛知県名古屋市北区

黒川本通3-35-１
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,001,189 1,175,169

売掛金 135,706 149,187

商品 11,703 13,987

その他 179,719 183,179

貸倒引当金 △3,521 △5,356

流動資産合計 1,324,797 1,516,167

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,870,065 3,251,213

土地 1,286,568 1,287,418

その他（純額） 489,200 434,501

有形固定資産合計 4,645,834 4,973,133

無形固定資産 193,302 164,505

投資その他の資産

差入保証金 917,378 909,887

その他 217,603 263,307

投資その他の資産合計 1,134,982 1,173,194

固定資産合計 5,974,118 6,310,834

資産合計 7,298,916 7,827,002

負債の部

流動負債

買掛金 245,426 259,569

短期借入金 76,668 191,667

1年内返済予定の長期借入金 1,131,470 1,123,004

未払法人税等 163,040 128,800

賞与引当金 73,781 37,754

その他 317,167 347,737

流動負債合計 2,007,553 2,088,532

固定負債

長期借入金 2,902,839 3,041,077

資産除去債務 135,961 153,621

その他 167,205 134,378

固定負債合計 3,206,005 3,329,077

負債合計 5,213,558 5,417,609
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 580,750 580,750

資本剰余金 214,250 214,250

利益剰余金 1,290,430 1,614,548

自己株式 △75 △168

株主資本合計 2,085,354 2,409,379

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2 12

評価・換算差額等合計 2 12

純資産合計 2,085,357 2,409,392

負債純資産合計 7,298,916 7,827,002
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成23年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 5,981,002 6,284,377

売上原価 4,061,636 4,126,891

売上総利益 1,919,365 2,157,485

販売費及び一般管理費 1,337,155 1,410,906

営業利益 582,210 746,578

営業外収益

受取利息 4,629 4,478

その他 10,268 7,298

営業外収益合計 14,897 11,776

営業外費用

支払利息 64,753 60,546

その他 3,968 3,217

営業外費用合計 68,722 63,763

経常利益 528,385 694,591

特別利益

賞与引当金戻入額 2,192 －

特別利益合計 2,192 －

特別損失

固定資産除売却損 523 3,966

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 50,644 －

特別損失合計 51,168 3,966

税引前四半期純利益 479,409 690,624

法人税、住民税及び事業税 218,376 277,020

法人税等調整額 △16,416 21,148

法人税等合計 201,959 298,168

四半期純利益 277,449 392,455
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【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度
（平成23年９月30日）

当第３四半期会計期間
（平成24年６月30日）

保証債務

当社の所有する建物の地主について、金融機関からの借

入れに対して債務保証を行っております。

保証債務

当社の所有する建物の地主について、金融機関からの借

入れに対して債務保証を行っております。

保井　正純 150,733千円 保井　正純 139,966千円

なお、上記保証については、地主の所有する土地及び当

社の所有する建物111,318千円が担保に供されておりま

す。

なお、上記保証については、地主の所有する土地及び当

社の所有する建物107,724千円が担保に供されておりま

す。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期累計期間に係る四半期キャッ

シュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定

資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

減価償却費 245,578千円 240,472千円

のれんの償却額 17,499千円 17,499千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月11日

取締役会
普通株式  68,339千円 30円

平成22年

９月30日

平成22年

12月７日
利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月11日

取締役会
普通株式  68,338千円 30円

平成23年

９月30日

平成23年

12月８日
利益剰余金

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

  

報告セグメント
調整額
（注)１

四半期
損益計算書
計上額
（注)２

葬祭事業
フランチャイズ

事業
計

売上高           

外部顧客への売上高 5,875,796105,2065,981,002 － 5,981,002

計 5,875,796105,2065,981,002 － 5,981,002

セグメント利益 939,577 23,330 962,908△380,698 582,210

（注)１．セグメント利益の調整額△380,698千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

  

報告セグメント
調整額
（注)１

四半期
損益計算書
計上額
（注)２

葬祭事業
フランチャイズ

事業
計

売上高           

外部顧客への売上高 6,166,912117,4646,284,377 － 6,284,377

計 6,166,912117,4646,284,377 － 6,284,377

セグメント利益 1,077,754 46,5561,124,311△377,732 746,578

（注)１．セグメント利益の調整額△377,732千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成23年６月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 121円80銭 172円29銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 277,449 392,455

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 277,449 392,455

普通株式の期中平均株式数（株） 2,277,959 2,277,917

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ティア(E05585)

四半期報告書

13/14



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月９日

株式会社ティア

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水野　信勝　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西原　浩文　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ティアの

平成23年10月１日から平成24年９月30日までの第16期事業年度の第３四半期会計期間（平成24年４月１日から平成24年

６月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成23年10月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ティアの平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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